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２．タイトル 

各国の申し出と国際的協議に基づく排出削減約束の設定方法のあり方 

３．目的・概要 

多くの政府が各国の申し出と国際的協議に基づく排出削減約束の設定方法を支持してお

り、本イベントでは、各国が申し出る緩和約束の事前協議や野心度の引き上げに関する具

体的なステップやスケジュールを議論する。 
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コメンテーター 
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５．発表・議事の概要 

ケリー・レビン（WR）は、各国が申し出る約束の比較可能性や、測定、報告、検証（MRV）

可能性に関する議論を行った。彼女は、排出削減の測定可能性を最大限にするために国別

目標を設定することや、セクター別目標の場合は排出規模の大きいセクターに絞るべきで

あること、基準年あるいは固定値からの削減目標を設定するべきこと、さらに、ベースラ

イン目標と排出強度目標では、MRV の観点から排出強度目標がより好ましい点などを議論

した。 

ヤミデ・ダグネット（WRI）は、締約国の緩和約束草案の提出に関する国際ガイドラインの

あり方に関するオプションを提示した。基本的な報告ガイダンスの他、衡平性や排出予測、

費用に関する追加的なガイダンス、報告手法に関する前提や方法論等を含むものである。 

田村堅太郎（IGES）は、G20 メンバー等、対象を絞った国の削減目標草案の評価、レビ



ューを行うための研究機関コンソーシアムの設立を提案した。彼は、同提案が、既存の研

究イニシアティブをベースにできる点や、追加的な COP 決定により既存の制度的アレンジ

メントに組み込める点、さらには最新の緩和の科学的知見を目標設定プロセスに組み込め

る点を長所として指摘した。  

 

バート・メッツは、制度設計を簡素にすることの重要性を強調した。ニクラス・ホーネは、

ClimateActionTracker の教訓に基づき、共通テンプレートは必ずしも効果的ではないこ

と、緩和約束草案は一度、提案されてあとに変更・再提出することは現実的ではないこと

などを指摘した。ネハ・パフジャ(TERI)は、共通フレームワークの重要性をしてきつつも、

コペンハーゲン以降の交渉力学は継続しており、これを変えるためには衡平性への着目が

重要であることを主張した。 
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